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TPP交渉
政府によるTPP説明会で

市民団体や業界団体から出された意見・質問

母体名　　　　意見・政府に対する質問

婁米国政府はパブリックコメント（意見公募）をしており、日

本でも行政手続法にのっとった意見公募を実施すべきだ
貯市民参加の説明会も開いてもらいたい

尉他国では交渉担当者とステークホルダー（利害関係

者）が定期的に連絡を取っている。日本も密に連絡を取
るべきだ

踏「貿易円滑化」などすでに交渉が終結したとされる分野

では、意見を出しても無駄か

顎今回の意見聴取はガス抜きではないか

涛「重要品目を守る」とした国会決議がTPP最終合意に

どう位置づけられるのか

艶ドーハ・ラウンドでは日本政府の提案が文書で公表され

たが、TPPの交渉方針は文書で公表するのか

情報不足募る不満

説明会や意見交換安倍政権で激減

政
府
、
業
界
団
体
へ
説
明
会

政
府
は
十
七
日
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
）
ゐ
交
渉
に
関
し
、
農
業
や
工
業
な
ど
業
界
団
体
へ

の
説
明
会
を
東
京
都
内
で
開
い
た
。
参
加
各
国
が
既
に
合
意
し
た
分
野
で
、
日
本
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
政
府
担
当
者
は
「
ひ
っ
く
り
返
す
の
は
大
変
難
し
い
」
と
説
明
。
七
月
下
旬

か
ら
交
渉
に
参
加
す
る
日
本
が
不
利
な
立
場
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
め
た
。

所
謂
銅
詔
鍼
一
鮎
媚
憎
鮎
錮

体
数
は
不
明
と
い
う
。
説

明
会
で
政
府
側
は
「
役
人

は
現
場
の
事
情
に
通
じ
て

お
ら
ず
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
、
T
P

P
に
関
す
る
要
望
を
一
カ

月
以
内
に
提
出
す
る
よ
う

求
め
た
。

説
明
会
後
、
日
商
の
担

当
者
は
、
輸
出
入
の
手
続

き
簡
素
化
を
目
指
す
「
税

関
手
続
き
」
交
渉
に
関

し
、
意
見
を
提
出
す
る
方

針
萱
不
し
た
。
T
P
P
交

渉
の
参
加
国
は
、
既
に
こ

の
分
野
で
大
筋
合
意
し
た

と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な

情
報
は
伝
わ
ら
ず
、
日
商

の
会
員
企
業
は
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
と
い
う
。

中
央
畜
産
会
の
伊
佐
地

誠
参
与
も
「
農
産
品
な
ど

守
る
分
野
の
情
報
が
不

足
し
て
い
る
」
と
指
摘
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
（
J
A
全
中
）
の
小

林
寛
史
農
政
部
長
は
「
政

府
の
情
報
開
示
が
不
十

分
で
、
国
民
に
何
が
行
わ

れ
て
い
る
か
伝
わ
っ
て

こ
な
い
」
と
不
満
を
漏
ら

した。

業
界
や
市
民
団
体

七
月
下
旬
に
T
P
P
交
渉

参
加
が
迫
る
申
、
政
府
が
市

民
や
業
界
団
体
と
対
話
す
る

会
合
を
ほ
と
ん
ど
開
か
な
い

こ
と
に
、
国
民
の
理
解
不
足

や
意
見
反
映
の
場
の
少
な
さ

を
懸
念
す
る
声
が
出
て
い

る
。
だ
が
政
府
は
国
民
か
ら

の
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
も
し
な
い
方

針
。
こ
れ
に
は
交
渉
参
加
に

慎
重
な
団
体
に
加
え
、
賛
成

の
団
体
も
「
地
方
の
理
解
が

進
ま
な
い
」
と
不
満
を
示

す
。
（
吉
田
通
夫
）

十
七
日
の
説
明
会
で
、
出

嵐
団
体
か
ら
は
市
民
が
参
加

で
き
る
説
明
会
の
開
催
や
意

見
公
募
を
求
め
る
声
が
相
次

い
だ
。
政
府
側
は
今
後
、
交

渉
過
程
に
応
じ
て
情
報
を
開

示
す
る
方
針
は
示
し
た
が

「
一
カ
月
後
に
は
交
渉
が
本

格
化
す
る
の
で
人
員
に
余
裕

が
な
い
」
な
ど
と
、
説
明
会

や
意
見
公
募
を
拒
ん
だ
。

本
紙
の
調
査
で
は
四
十
四

道
府
県
議
会
が
T
P
P
に
反

対
か
慎
重
な
意
見
書
な
ど
を

可
決
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相

は
交
渉
参
加
を
表
明
し
た
三

月
の
記
者
会
見
で
「
状
況
の

進
展
に
応
じ
て
丁
寧
に
情
報

提
供
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
」
と
強
調
し
た
が
、
政
府

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
種
資

料
を
掲
載
し
た
だ
け
。

担
当
者
が
説
明
し
た
の
は

日
米
事
前
協
議
の
決
着
後
、

都
道
府
県
の
担
当
者
り
を
東

京
に
集
め
た
会
合
に
と
ど
ま

り
、
一
般
市
民
が
参
加
で
き

る
説
明
会
は
一
度
も
開
い
て

い
な
い
。
民
主
党
政
権
が
担

当
相
も
出
席
す
る
な
ど
約
九

十
回
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
た
の
と
は
対
照
的
だ
。

自
民
党
は
二
〇
一
二
年
十

二
月
の
衆
院
選
で
条
件
付
き

で
「
T
P
P
反
対
」
を
掲
げ

た
が
、
安
倍
首
相
は
今
年
二

月
の
訪
米
の
際
「
聖
域
な
き

関
税
撤
廃
は
前
提
で
な
い
と

確
認
し
た
」
と
し
て
交
渉
参

加
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
と

判
断
し
、
方
針
転
換
し
た
。

政
府
の
盗
勢
を
、
日
本
商

工
会
議
所
の
担
当
者
は
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
方
的
に

情
報
を
開
示
す
る
だ
け
で
は

読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
」
と

不
安
視
。
T
P
P
参
加
に
は

賛
成
し
っ
つ
「
地
方
で
の
説

明
会
が
少
な
く
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
と
し
、
説
明
の

場
を
増
や
す
よ
う
求
め
た
。


